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4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性…ものを見る高さとそこから見える範囲には法則があること
（2）能力・態度
②未来像を予測して計画を立てる力
津波の到達時間を知るために必要な数値を，数学を用いて計算で出すことができる。
【教科の目標（評価規準)】三平方の定理を用いて目的の長さを求めることができる。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野防災
②教科理科
③題材「大地が揺れる」（理科1年）
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海岸線に立ったとき，どこまで見えるかな？
2年数学科7月7日実施ESD実践事例【国際理解】
1題材名1次関数の例を考えよう（実践キ）
2ねらい
身の回りの様々な事象が1次関数であることを,数学的な根拠を用いて説明することができる。
3
（1）課題1
｢昼がx時間であるとき，夜はy時間である」の，）ﾉとxの関係を考える。
xが増えると)ﾉが減るから1次関数ではない。y＝24－xであるから，1次関数ではない。
でも24－xは1次式だから1次関数かもしれない。y＝－x＋24と表すと分かりやすい。
このように，感覚では1次関数とはいえなさそうな事例を，式を根拠として説明する方法
を身に付けさせる。
（2）問題解決場面「東経x・の都市と日本との時差を，日本を基準としてy時間とする
と，yはxの1次関数といえるだろうか｡」
・日本が9時に閨秒
が挿入されている
ことから，グリニ
ッジとの時差に気
づかせたり，サッ
カー女子Wcの話
でバンクーバとの
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時差を持ち出し， 〆
問題解決への意欲
同一．帥，
付けを行う。 1 1‐‐1
・式で表す，表を使う，など，多様な考え方で説明させ，多面的な思考力を養う。
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4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性…経度と時差には相互に関連づけられる関係があること
（2）能力・態度
③多面的，総合的に考える力
【教科の目標（評価規準)】具体的な事象を1次関数を用いてとらえ，表，式，グラフを用い
て説明することができる。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野国際理解
②教科社会
③題材「日本のすがた（各国の標準時と日本との時差)」
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ESD実践事例【エネルギー】 3年数学科11月21日実施
l題材名関数y=QX2 （実践ク）
2ねらい
エネルギーと速さとの関係を見つける。
3学習活動
本時の課題
’
(1)理科の授業で行った実験結果を班ごとにまとめる。
・ホワイトボードに表，式，グラフを書く。
・代表者が前に出て，発表する。
．なぜ誤差が出るのかを考えさせる。
・比例のグラフとy:=qx2のグラフに分類する。
．速さと移動距離の関係をグラフにした班がy=fzx2の
グラフになっている。
（2）授業でやった制動距離の問題を紹介する。沸蔦ずを聖路蕊｡止まる。
。（停止距離）＝（空走距離）＋（制動距離） ふ 釦釦
一~----空走距離----~‐制動距離
・制動距離は，速さの2乗に比例する。
・エネルギーの観点から，制動距離の問題と理科の授業で行った問題は同じである‘
（3）石油などのエネルギー資源は限りがあることを確認する。
・石油や石炭などのエネルギー資源は，決して無限にあるのではなく，数十年，数百年で使
い切ってしまう。
・エネルギー資源の有効利用について考える必要がある。
．例えば，風力発電をあげ，「エネルギー」と「速さ」の関係から，「②未来像を予測して
計画を立てる力」につなげる。
4ESDとの関連
(a)小蹴の速さと木片の繊踊鷺との“
〔cm〕40
（1）構成概念 当歳歴L－j??
Ⅲ有限性…理科のデータを分析し，将来を予想して有限なものを 釦
計画的に使う。
?
????
（2）能力・態度 ???
②未来像を予測して計画を立てる力 ．。?．??
???
【教科の目標】
05 01．52025
小蹴の直さ〔m/s〕具体的な事象を調べることを通して，関数y＝αx2について
理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野エネルギー
②教科理科
③題材「仕事とエネルギー」（理科3年）
－68－
｢エネルギー」と「速さ」はどんな関係であるか？
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